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【はじめに】

本研究の目的は訪問リハビリテーション (以下訪問リハ)に おけるOTと PTの 臨床的

判断の話りからその共通性と相違を分析することで,OTの 役割を明確にすることである。

【方法】

同一の利用者に訪問リハを実施している臨床経験 2年 以上,訪 問リハ経験 1年 以上のO

T6名 ,P T6名 に半構造化質問形式の個別面接を行い,そ のデータを修正版グラウンデッ

ド・セオリー ・アプローチ (以下MGTA)に て分析した。

【結果と考察】

1.対 象者の概要 :分析対象者の性別はOT・ PT共 に男性 3名 女性 3名 ,訪 問リハ経験

は,OTは 平均 5年 ,PTは 平均 4。3年 であった。面接時間は平均 51分 であった。

2.OT・ PTの 臨床的判断過程と結果図 :MGTAの 分析ワークシー トにより21の 「概

念」とその関係から
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れた。「できることの確認」は,訪 問リハにおける中核の概念と推測された。

3.OTの 臨床的判断過程 iOT特 有の概念として,「やれそうな感覚」と 「目標行動を引

き出す会話」があげられた。これらの概念は,高 次目標に位置づけられた家庭内での 「役

割づくり」や 「社会参加」の達成には重要な概念であった。

1)「やれそうな感覚」:〔セラピス トは,その活動の必要性と目的及び価値に気付きを与え,

実体験の中で本人の 『したい』『や りたい』『やれそうな』を引き出す〕と定義づけられ,

OT特 有のものであった。「やれそうな感覚」は,「新たなエー ドの発見」から生活の場で

の 「役割づくり」に結び付ける為に重要な概念であった。

2)「 目標行動を引き出す会話」:〔セラピス トが,対 象者自身の社会参加や具体的な活動や

生活の課題に対して関心を深めかつ目標行動を引き出すために行う会話〕と定義づけ,6名

中 5名 のOTが 語っていた。

4.OTの 役割 :OTは 生活の場で実際の作業活動を利用者と共に行いながら,「目標行動

を引き出す会話」を駆使し,人 的 ・物理的環境を整え,生 活の質のみならず人生の質にも

関与する価値観や興味を刺激し,「自己の状況の意識」を改善し,級 密な段階づけと適切な

タイミングで 「やれそうな感覚」を引き出し,自 己実現に向けて誘導することであった。

【まとめ】

MGTAの 分析により,OT・ PTの 臨床的判断過程は4つ のカテゴリーと21の 概念が

生成された。「目標行動を引き出す会話」と 「やれそうな感覚」の2概 念が,OT特 有であ

った。OTの 役割は,「目標行動を引き出す会話」を駆使し,「やれそうな感覚」を育成し

て,新 たな役割を持って生活が営めるように支援することであることが示唆された。


